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『カレント 『改訂『公衆栄養学〔第４版〕』補遺 

改訂第５版発行に際して，改訂第４版より下記を修正いたします。 

 

差し替え箇所 差し替え後 

19頁 

上から9～17行目 

以降は低下傾向に転じ，2023（令和５）年には1,877 kcalまで減少している（図２-

１）。また，表２-１に栄養素等摂取量の年次推移を，表２-２（p.22参照）には2023

 （令和５）年における性･年齢階級別栄養素等摂取量を示す。 

19頁 

図２－１ 

 

20頁 

表２－１ 
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差し替え箇所 差し替え後 

21頁 

図２－２ 

 

 

21頁 

図２－３ 

 

 

21頁 

図２－４ 

 



3 

差し替え箇所 差し替え後 

22頁 

表２－２ 

 

 

23頁 

表２－2（続き） 
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差し替え箇所 差し替え後 

24頁 

図２－５ 
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差し替え箇所 差し替え後 

27頁 

表２－３（続き） 

 

 

27頁 下から1行目～ 

28頁 上から2行目 

 （赤字が修正箇所） 

１）朝食の欠食 

 令和５年国民健康･栄養調査によると，20歳以上の朝食の欠食率は男性16.6％，女

性12.6％であった。性・年齢階級別にみると，男性では20～50歳代，女性では20～30

歳代で20％超と高値を示している。一方60歳代以上では，男女ともに低くなっている

 （図２-６）。また，2011（平成23）年以降の推移をみると，男女とも20～60歳代にお

いて増加傾向が認められる（図２-７）。 

28頁 

図２－６ 
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差し替え箇所 差し替え後 

29頁 

図２－７ 

 

29頁 下から2行目～ 

30頁 上から4行目 

 （赤字が修正箇所） 

令和５年国民健康･栄養調査によると，男性の20～40歳代においては，

その約４割が昼食を外食か調理済み食で済ませている。また，女性でも40

歳代の29.4％で同様の状況が認められる。 

家計からみた外食の状況は，2023 （令和５）年の推計値で，食の外部化

率38.9％，外食率30.3％である。 

29頁 

図２－８ 
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差し替え箇所 差し替え後 

30頁 

上から17行 

図２－１０ 

図２－１１ 

 

31頁 

2～18行目 

 （赤字が修正箇所） 

１）朝食の摂取にかかわる要因 

食育に関する意識調査報告書（令和７年３月）によると，日常における朝食の摂取

状況について「週に４～５日食べる」，「週に２～３日食べる」，「ほとんど食べない」と

回答した者に対し，朝食を食べるために必要なことを質問したところ， 「朝，食欲があ

ること」45.2％，「自分で朝食を用意する時間があること」42.8％，「朝早く起きられる

こと」40.9％，「自分で朝食を用意する手間がかからないこと」38.3％，「朝食を食べる

習慣があること」33.8％，「夜遅くまで残業するなど労働時間や環境に無理がないこと」

20.4％の順（複数回答，上位３項目）となっていた。 

また，性・年齢階級別に細かく見ていくと，男女ともに年齢階級違いにより，必要な

ことがらは異なる傾向が認められた（表２-５）。 

２）生活習慣病の予防や改善に関する実践状況 

食育に関する意識調査報告書（令和７年３月）によると，生活習慣病の予防や改善

のために，ふだんから適正体重の維持や減塩などに気をつけた食生活を『実践してい

る』と回答した者の割合は63.7％（「いつも気をつけて実践している」11.9％＋「気を

つけて実践している」51.8％），『実践していない』と回答した人の割合は35.4％（「あ

まり気をつけて実践していない」31.4％＋「まったく気をつけて実践していない」4.0％）

となっていた（図２-12）。 
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差し替え箇所 差し替え後 

31頁 

表２－５ 

 

31頁 

図２－12 

図２－13 

 
 

 

32頁 下から9行目～ 

33頁 上から1行目 

 （赤字が修正箇所） 

食育に関する意識調査報告書（令和７年３月）によると，食事バランスガイドを認

知していると回答した者の割合は，63.0％（「内容を含めて知っている」24.3％＋「名

前程度は聞いたことがある」38.7％），「知らなかった」と回答した者の割合は36.2％と

なっていた。性別にみると認知度は女性で高く，特に若い世代（20～39歳）では女性

69.8％に対し男性は48.5％となっていた。 

さらに，「内容を含めて知っている」と回答した者に，食事バランスガイドをどの程

度参考にしているか質問したところ，『参考にしている』と回答した人の割合が89.2％

 （「いつも参考にしている」20.2％＋「時々参考にしている」40.7％＋「たまには参考に

している」28.3％），「まったく参考にしていない」と回答した者の割合は10.8％となっ
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差し替え箇所 差し替え後 

ていた（図２-14）。 

33頁 

図２―14 

 

38頁 下から1～4行目 

 （赤字が修正箇所） 

環境省の推計によると，わが国における2023 （令和５）年度の食品ロスの発生量は，

約464万トン（うち家庭系約233万トン，事業系約231万トン）と推計されている。前年

度より約８万トン（約1.7％）減少している（図２-17，図２-18）。2015 （平成27）年度

以降，概ね経年的に減少する傾向が認められている。 

38頁 

図２－17 

 

39頁 

図２－18 

 

 


